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四
享
禄
・
弘
治
の
加
賀
出
兵

朝
倉
氏
と
一
向
一
授
と
の
対
立
は
、
そ
の
後
和
睦

が
成
立
す
る
永
禄
十
年
(
一
五
六
七
)
ま
で
続
く
。

和
陸
は
、
永
禄
九
年
(
一
五
六
六
)
九
月
以
来
、
越

前
敦
賀
に
滞
在
し
て
い
た
足
利
義
秋
(
義
昭
)
が
、

朝
倉
氏
と
加
賀
二
向
一
撲
と
の
聞
を
斡
旋
し
た
こ
と

に
よ
り
、
永
禄
十
年
十
一
月
頃
に
成
立
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
永
禄
十
年
の
和
睦
が
成
立
す
る
ま
で
の
問
、

つ
ま
り
永
正
三
年
(
一
五

O
六
)

l
永
禄
十
年
(
一

五
六
七
)
ま
で
の
約
六

0
年
間
に
、
朝
倉
氏
と
加
賀

泉

越
前
朝
倉
氏
と
加
賀
一
向
一
撲
口

一
向
一
授
と
の
関
係
が
緊
張
し
た
時
期
は
四
度
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、

①
享
禄
四
年
(
一
五
三
ご
に
加
賀
で
大
一
撲
・
小

一
撲
の
対
立
が
生
じ
た
、
い
わ
ゆ
る
享
禄
の
錯
乱

に
際
し
て
、
朝
倉
孝
景
が
小
一
撲
方
を
支
援
す
べ

く
出
兵
し
た
事
件
、

②
弘
治
一
元
年

(
l天
文
二
十
四
年
、
一
五
五
五
)
七

月
に
行
わ
れ
た
加
賀
出
兵
、

③
永
禄
七
年
(
一
五
六
四
)
九
月
に
行
わ
れ
た
加
賀

出
兵
、

④
永
禄
九
年
(
一
五
六
六
)
か
ら
翌
十
年
二
五
六

七
)
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
加
賀
出
兵
、

以
上
の
四
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
四
事
件
に

つ
い
て
、
①
・
②
に
つ
い
て
は
本
節
で
、
③
・
④
に

つ
い
て
は
次
節
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
右
の
出
兵
①
と
②
と
の
聞
の
天
文
十
年
(
一

五
四
二
九
月
に
は
、
朝
倉
孝
景
と
対
立
し
た
弟
景

高
が
、
本
願
寺
証
如
の
助
力
を
求
め
る
事
件
も
起
き

て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
こ
の
事
件
を
取
り
上
げ

て
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
別
の
機
会
に
譲
り

た
い
と
思
う
。

O
享
禄
四
年
の
出
兵

ま
ず
、
享
禄
四
年

(
一
五
三
二

の
加
賀
出
兵
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
年
に
加
賀
で
起
き
た
い
わ
ゆ

る
享
禄
の
錯
乱
、
す
な
わ
ち
加
賀
一
向
一
撲
の
内
部

で
大
一
撲
・
小
一
撲
の
二
派
が
厳
し
く
対
立
し
た
事

件
に
関
わ
っ
て
、
劣
勢
と
な
っ
た
小
一
撲
方
か
ら
朝

倉
氏
な
ど
周
辺
の
大
名
に
来
援
が
要
請
さ
れ
、
こ
れ

に
応
え
て
越
前
か
ら
は
朝
倉
教
景
を
大
将
と
す
る
軍

勢
が
出
陣
し
た
も
の
で
あ
る
。

対
立
し
た
大
一
捺
・
小
一
撲
の
両
派
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
大
一
撲
と
は
、
越
前
か
ら
移
住
(
永
正
三

年
以
降
か
)
し
た
超
勝
寺
・
本
覚
寺
の
勢
力
、
お
よ

び
こ
れ
を
支
持
し
た
本
願
寺
証
如
の
一
派
の
こ
と
を

指
し
、
こ
れ
に
お
そ
ら
く
は
か
つ
て
の
越
前
の
門
徒

衆
も
支
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

対
す
る
小
一
授
と
は
、
加
賀
在
住
の
若
松
本
泉
寺
・

波
佐
谷
松
岡
寺
・
山
田
光
教
寺
・
清
沢
願
得
寺
な
ど

の
勢
力
で
あ
る
。
し
か
し
勢
力
面
で
は
小
一
捺
方
が

劣
っ
て
お
り
、
や
む
を
得
ず
小
一
捺
方
は
朝
倉
氏
な

ど
に
来
援
を
求
め
た
の
で
、
朝
倉
教
景
が
軍
勢
を
率

い
て
加
賀
に
進
撃
し
、
ま
た
能
登
・
越
中
の
大
名
勢

も
加
賀
に
侵
入
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
は
大
一
撲

方
の
勝
利
と
な
り
、
侵
入
軍
は
兵
を
引
き
上
げ
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
享
禄
四
年
二
五
三
こ
の
加
賀
出
兵
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を
語
る
史
料
と
し
て
、
ま
ず
『
朝
倉
始
末
記
』
を
眺

め
て
そ
の
戦
況
の
推
移
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
享
禄

四
年
八
月
十
九
日
、
堀
江
三
郎
左
衛
門
尉
を
大
将
と

す
る
三

O
O
人
余
が
菅
生
村
に
陣
を
取
り
、
続
い
て

か
げ
た
だ

八
月
二
十
二
日
に
、
朝
倉
教
景
と
そ
の
子
景
紀
を
大

将
に
し
て
主
力
軍
八

O
O
O騎
余
が
敷
地
・
菅
生
に

出
陣
。
次
い
で
九
月
五
日
に
本
折
へ
陣
替
え
。
そ
し

て
十
月
二
十
六
日
に
本
折
を
発
っ
て
湊
川
(
手
取
川
)

を
越
え
、
石
川
郡
の
所
々
を
攻
撃
し
て
放
火
を
行
う
。

し
か
る
に
同
月
二
十
九
日
に
一
挨
勢
は
総
反
撃
に
出

た
た
め
に
、
能
登
・
越
中
か
ら
侵
入
し
た
軍
勢
や
、

勢
力
回
復
を
目
指
し
た
加
賀
牢
人
衆
ら
が
全
面
的
に

敗
北
。
ま
た
越
前
衆
も
十
一
月
二
日
よ
り
撤
退
を
開

始
し
、
大
将
教
景
も
十
一
月
七
日
に
帰
陣
し
た
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
要
す
る
に
こ
の
加
賀
出
兵
は
完
全

な
敗
軍
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
結
果
で
あ
っ
た
た
め
、
ー
当
国
御
陳
之
次

第
」
に
は
、

て
享
禄
四
年
辛
卯
八
月
空
百
、
加
卓
御
出
馬

と
、
そ
っ
け
な
い
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
敗
軍
で
あ

っ
た
点
に
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
次
い
で
大
将
で

あ
っ
た
朝
倉
教
景
(
宗
滴
)
の
戦
功
を
書
き
連
ね
た

「
朝
倉
宗
滴
話
記
」
で
も
、

享
禄
四
年

五
十
五
歳
、
加
州
陣
。
十
月
廿
六
日
、
湊
川
を

越
し
、
石
河
郡
之
内
に
お
ゐ
て
合
戦
有
。
其
外

度
々
足
軽
合
戦
有
話
。

と
見
え
て
、
五
十
五
歳
の
教
景
を
大
将
に
し
て
、
湊

河
を
越
え
石
川
郡
ま
で
攻
め
入
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
、
勝
敗
に
つ
い
て
は
触
れ
る
と
こ

ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

(
草
禄
四
)

同
年
十
月
ニ
、
越
前
・
能
登
・
越
中
三
ヶ
国
武
士

乱
入
・
:
(
中
略
)
・
:
越
前
衆
陳
ハ
寺
井
湊
也
。
然

共
十
一
月
二
日
、
大
田
合
戦
、
国
理
運
。
同
三
日

夜
、
朝
倉
太
郎
左
衛
門
、
越
前
へ
悉
引
也
。
)

右
の
「
白
山
宮
荘
厳
講
中
記
録
」
の
記
事
に
よ
れ

ば
、
享
禄
四
年
十
月
に
越
前
・
能
登
・
越
中
三
カ
国

の
武
士
が
乱
入
し
、
越
前
衆
は
寺
井
湊
に
陣
を
置
い

た
が
、
十
一
月
二
日
の
大
田
で
の
合
戦
に
お
い
て
加

賀
勢
が
勝
利
を
納
め
、
そ
の
結
果
、
翌
三
日
の
夜
に

朝
倉
教
景
な
ど
の
越
前
衆
が
悉
く
退
却
し
た
と
見
え

て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
に
、
出
兵
全
体
で
は
さ
し
た
る
戦

果
を
上
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
自

箪
の
随
兵
の
個
々
の
戦
功
に
つ
い
て
は
褒
賞
を
行
っ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
朝
倉
孝
景
は
ま
も
な
く
し

て
こ
う
し
た
戦
功
を
讃
え
る
べ
く
、
次
の
よ
う
な
感

状
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

去
月
廿
六
日
、
加
賀
国
越
湊
河
、
於
石
川
郡
合
戦

之
時
、
頭
一
討
捕
之
、
被
切
統
一
ケ
所
、
忠
節
神

妙
候
。
弥
可
抽
戦
功
者
也
。
謹
言
。

(

享

棟

四

年

)

(

朝

童

孝

景

)

十

一

月

三

日

(

花

押

影

)

佐
藤
源
五
郎
と
の
へ

こ
の
感
状
に
記
さ
れ
る
ご
と
く
、
十
月
二
十
六
日

に
湊
河
を
越
え
て
石
川
郡
で
大
規
模
な
合
戦
が
行
わ

れ
、
佐
藤
源
五
郎
は
敵
の
武
将
の
首
を
一
つ
討
ち
取

っ
た
ほ
か
、
自
身
も
切
庇
一
カ
所
を
負
っ
た
の
で
あ

る。
ま
た
託
美
景
統
は
、
同
じ
く
こ
の
十
月
一
一
十
六
日

の
合
戦
で
戦
功
を
上
げ
た
も
の
の
、
癒
を
負
っ
て
死

去
し
て
し
ま
う
。
「
幻
雲
文
集
」
に
よ
る
と
、

享
禄
四
年
之
秋
、
賀
州
姦
民
蜂
起
:
・
(
中
略
)
・
:

十
月
二
十
六
日
、
合
戦
河
辺
。
勲
僻
入
敵
軍
、
斬

一
卒
首
。
又
見
一
卒
進
、
位
制
罵
角
罵
。
以
斬
其
首
。

於
是
全
身
被
庇
、
帰
吾
陣
而
死
。
年
二
十
だ
。

と
の
記
事
が
あ
っ
て
、
託
美
景
統
の
活
躍
が
語
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
朝
倉
氏
が
す
で
に
永
正
三
年
の
一
向
一
授

以
来
、
越
前
に
お
い
て
一
向
宗
念
仏
を
禁
じ
て
い
た
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こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
享
禄
四
年

の
加
賀
出
陣
に
伴
い
、
そ
の
禁
制
は
き
ら
に
厳
し
く

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
節
に
引
用
し
た
「
恵
光
寺

文
書
」
天
文
二
年
(
一
五
三
三
)
三
月
二
十
五
日
の

久
原
吉
忠
・
桑
原
士
口
定
連
署
状
の
一
部
を
、
も
う
一

度
こ
こ
に
引
用
し
て
眺
め
て
み
よ
う
。

先
年
寅
歳
一
撲
蜂
起
以
来
、
本
願
寺
門
徒
隊
御
成

敗
候
、
近
年
改
彼
念
仏
申
然
付
而
、
自
去
年
別
而

堅
被
仰
付
候
。
就
其
所
々
恵
光
寺
御
門
徒
、
為
気

遣
念
仏
停
止
之
旨
承
候
。
太
不
可
然
候
。
如
先
々

急
度
可
被
仰
付
事
肝
要
候
。
於
御
門
徒
中
者
、
柳

不
可
有
別
儀
候
。
)

こ
の
連
署
状
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
永
正
三
年
の
一

按
蜂
起
以
来
、
越
前
で
は
本
願
寺
派
門
徒
に
成
敗
が

加
え
ら
れ
て
念
仏
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
享
禄
四
年
(
一

五
三
こ
の
加
賀
に
お
け
る
大
一
按
・
小
一
撲
の
対

立
に
際
し
て
、
本
願
寺
証
如
の
支
持
す
る
超
勝
寺
・

本
覚
寺
勢
(
大
一
撲
方
)
を
支
援
す
る
た
め
に
、
越

前
の
門
徒
衆
が
参
戦
し
た
こ
と
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る

こ
と
で
、
去
年
天
文
元
年
(
一
五
三
二
)
に
本
願
寺

派
は
再
度
厳
重
に
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て

三
門
徒
派
の
恵
光
寺
も
念
仏
を
停
止
し
た
由
で
あ
る

が
、
恵
光
寺
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
に
念
仏
を
唱
え

泉

越
前
朝
倉
氏
と
加
賀
一
向
一
撲
口

て
差
し
支
え
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
門
、
当
国
乱
入
。
同
廿
三
日
ニ
大
聖
寺
・
日
屋
城

こ
の
よ
う
に
享
禄
四
年
の
加
賀
出
兵
に
と
も
な
っ
て
落
、
敷
地
ニ
群
勢
楯
籍
。
八
月
十
三
日
ニ
、
為
四

越
前
で
は
、
い
っ
そ
う
一
向
宗
門
徒
に
対
す
る
統
制
郡
取
懸
共
不
成
、
数
千
人
打
死
シ
テ
則
帰
髄
。

が

厳

し

く

な

っ

た

の

で

あ

る

。

加

賀

国

側

か

ら

記

述

さ

れ

た

右

の

「

白

山

宮

荘

厳

O
弘

治

元

年

の

出

兵

講

中

記

録

」

に

よ

れ

ば

、

朝

倉

勢

の

加

賀

乱

入

は

十

続
い
て
弘
治
元
年

(
l天
文
二
十
四
年
、
一
五
五
九
日
か
ら
と
見
え
、
二
十
三
日
に
大
聖
寺
・
日
屋
城

五
)
に
も
加
賀
出
陣
が
実
行
さ
れ
た
。
朝
倉
氏
の
当
が
落
と
さ
れ
、
敷
地
に
軍
勢
が
立
て
篭
も
っ
た
。
次

主
で
あ
っ
た
孝
景
は
す
で
に
天
文
十
七
年
(
一
五
四
い
で
八
月
十
三
日
に
加
賀
国
の
四
郡
の
軍
勢
が
取
り

八
)
に
死
去
し
て
お
り
、
代
わ
っ
て
そ
の
子
義
景
が
懸
か
っ
た
が
、
加
賀
勢
の
敗
北
と
な
っ
て
数
千
人
が

跡
を
継
い
で
い
た
。
出
障
の
大
将
は
今
回
も
朝
倉
教
討
死
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

景
(
宗
滴
)
で
、
七
十
九
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
出
障
を
指
揮
し
た
朝
倉
宗
滴
自

一
、
弘
治
元
年
己
卯
七
月
廿
一
日
、
加

A
初
出
陳
。
身
は
、
そ
の
書
状
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(
七
月
)

同
廿
三
日
、
子
コ
セ
山
御
陳
取
。
同
日
、
大
聖
侃
加
州
出
陣
、
去
月
廿
一
日
罷
立
一
乗
・
:
(
中
略
)

寺
・
千
束
合
戦
。
同
八
月
十
一
日
、
山
中
、
同
・
:
廿
三
日
、
加
州
橘
山
致
陣
取
・
:
(
中
略
)
・
:
廿

十
三
日
、
敷
地
・
菅
生
浜
手
合
戦
。
大
将
宗
五
、
至
敷
地
山
令
陣
替
、
江
沼
郡
限
山
際
悉
焼
払

(八一

滴

。

)

候

0

・
:
(
中
略
)
:
・
今

1
十
三
日
、
四
郡
者
共
以

右
の
「
当
国
御
陳
之
次
第
」
の
記
事
に
よ
る
と
、
猛
勢
打
立
・
:
(
中
略
)
:
・
一
統
に
敷
地
・
菅
生
両

七
月
二
十
一
日
に
出
陣
し
て
、
二
十
三
日
に
寸
予
コ
口
へ
至
未
刻
押
懸
、
於
柵
之
際
、
数
刻
相
戦
切
崩
、

セ
舵
」
に
障
を
取
り
、
ま
た
同
日
に
大
聖
寺
・
千
束
数
百
人
討
取
を

で
合
戦
が
行
わ
れ
た
。
次
い
で
八
月
十
一
日
に
山
中
す
な
わ
ち
七
月
二
十
三
日
に
橘
山
に
陣
を
取
り
、

で
、
ま
た
十
三
日
に
は
敷
地
・
菅
生
の
浜
手
に
お
い
二
十
五
日
に
は
敷
地
山
に
陣
替
え
を
行
い
、
八
月
十

て
、
合
戦
が
行
わ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
日
に
四
都
の
者
達
が
猛
勢
を
も
っ
て
打
っ
て
出
て

弘
治
一
万
年
乙
卯
七
月
十
九
日
ニ
、
朝
倉
太
郎
左
衛
き
た
の
で
、
朝
倉
勢
は
一
斉
に
敷
地
・
菅
生
両
口
へ
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押
し
寄
せ
、
柵
の
際
で
し
ば
し
戦
っ
て
、
加
賀
勢
を

数
百
人
討
ち
取
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
大
将
宗
滴
の
事
蹟
を
語
っ
た
「
朝
倉
宗

滴
話
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

候
。
弥
可
励
軍
功
者
也
。
恐
々
謹
言
。

(

弘

治

元

年

)

(

朝

貴

義

景

)

八

月

十

六

日

(

花

押

影

)

雨
夜
新
左
衛
門
尉
殿
(
臼
)

前
者
は
七
月
二
十
五
日
の
江
沼
郡
で
の
合
戦
で
、

鳥
居
与
一
が
切
統
一
ケ
所
を
負
っ
た
忠
節
を
賞
し
た

も
の
、
後
者
は
八
月
十
三
日
の
敷
地
口
に
お
け
る
合

戦
で
、
雨
夜
新
左
衛
門
尉
が
敵
の
頭
一
を
討
ち
取
っ

た
ほ
か
、
自
身
も
切
疲
一
ケ
所
を
負
っ
た
忠
節
を
賞

し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
将
と
し
て
出
陣
し
た
宗
滴
は
、
八

月
十
五
日
に
な
っ
て
突
然
に
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
聞
の
経
緯
を
『
朝
倉
始
末
記
』
は
次
の
よ

う
に
記
述
し
て
い
る
。

そ
し
て
戦
闘
が
一
段
落
し
た
八
月
十
四
日
以
降
に
大
将
宗
滴
、
同
十
五
日
ノ
晩
程
一
一
、
俄
ニ
病
ヲ
受

な
っ
て
、
朝
倉
義
景
は
配
下
の
武
将
達
の
軍
功
を
褒
玉
ヒ
・
:
(
中
略
)
・
:
越
前
屋
形
ヨ
リ
良
薬
・
医
師

賞
す
る
べ
く
、
次
の
よ
う
な
感
状
を
下
し
た
。
日
々
下
リ
、
種
々
看
病
ア
リ
ト
雄
ド
モ
、
薬
力
験

去
月
廿
五
日
、
加
賀
国
於
江
沼
郡
合
戦
之
時
、
被
ナ
ク
テ
、
病
悩
次
第
二
重
ク
成
セ
玉
フ
0

・
:
(
中

切
庇
一
ケ
所
、
忠
節
神
妙
。
弥
可
拙
戦
功
者
也
。
略
)
・
:
然
則
、
弘
治
一
元
年
九
月
八
日
ニ
、
終
一
二

恐

々

謹

言

。

乗

ノ

谷

ニ

於

テ

ゾ

逝

去

ナ

リ

ニ

ケ

崎

。

(

弘

治

元

年

)

(

朝

宕

義

景

)

八

月

十

四

日

(

花

押

影

)

す

な

わ

ち

八

月

十

五

日

に

宗

滴

は

病

で

倒

れ

、

朝

鳥

居

与

一

殿

倉

義

景

か

ら

届

け

ら

れ

た

良

薬

や

医

師

の

治

療

も

空

去
十
三
日
、
於
加
賀
国
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
し
く
、
つ
い
に
九
月
八
日
に
一
乗
谷
で
死
去
し
た
と

頭
一
討
捕
之
、
被
切
庇
一
ケ
所
。
粉
骨
忠
節
神
妙
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
関
連
し
た
文
書
は
次

弘
治
元
年

七
十
九
歳
、
加
州
陣
。
七
月
廿
三
日
、
山
城
三

ケ
所
落
居
。
但
二
ケ
所
に
て
合
戦
有
之
。
八
月

十
三
日
、
浜
之
手
敷
地
口
、
一
日
之
中
両
三
度

之

合

戦

喧

'

七
十
九
歳
の
宗
滴
が
大
将
と
な
っ
て
加
賀
へ
出
陣

し
、
山
城
を
三
カ
所
攻
略
し
、
八
月
十
三
日
に
は
浜

手
の
敷
地
口
で
激
戦
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

の
二
点
で
あ
る
の
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

(
包
紙
略
ス
)

宗
滴
様
御
腹
中
御
煩
之
条
、
従
様
鉢
御
薬
可
被
参

之
旨
候
。
被
成
其
心
得
、
早
々
可
有
御
出
谷
之
由

被
仰
出
候
。
恐
々
謹
一
言
。

前
波
藤
右
衛
門
尉

景
定
(
花
押
)

(
弘
治
一
五
年
)

九
月
五
日

印
牧
軒

就
当
陣
之
儀
、
以
飛
脚
預
示
候
。
畏
存
候
。
同
名

苅
一
蟻
卦
縦
訓
げ
入
道
歓
楽
仕
、
為
養
性
打
帰
候
。
比

表
之
儀
者
、
難
無
異
儀
候
、
義
景
下
知
次
第
二
奥

郡
へ
可
相
働
覚
悟
候
。
敵
山
内
へ
引
鏡
、
不
相
見
候
。

猶
以
御
尋
御
懇
意
之
至
、
令
祝
着
候
。
恐
憧
護
一
言
。

島
同
一
醇
(
花
押
)

(
弘
治
一
百
年
)

九
月
十
二
日

江
崎
五
郎
殿
(
日
)

前
者
の
前
波
景
定
書
状
に
よ
る
と
、
{
一
示
滴
が
腹
部

を
煩
っ
て
い
る
の
で
、
直
ち
に
薬
を
持
っ
て
一
乗
谷

に
出
向
く
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
宛
所
の
印
牧
軒
と

は
医
師
で
あ
る
。
次
い
で
後
者
の
朝
倉
景
隆
書
状
で

は
、
{
示
滴
が
養
生
の
た
め
に
越
前
に
帰
国
し
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
、
義
景
の
下
知
が
あ
れ
ば
直
ち
に
奥
郡

へ
進
撃
す
る
覚
悟
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
と
共
に
、
敵

は
「
山
内
L

へ
引
き
寵
っ
て
い
て
姿
が
見
え
な
い
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
景
隆
書
状
が
発
せ
ら
れ
た
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十
二
日
に
は
既
に
宗
滴
は
死
去
し
て
い
た
が
、
景
隆

は
そ
の
報
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の

ご
と
く
で
、
あ
く
ま
で
も
戦
間
継
続
の
意
欲
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
景
隆
は
、
病
気
の
宗
滴
に
代
わ
っ
て

大
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
、
以
後
の
陣
営
は
景

隆
・
景
健
父
子
、
佐
々
布
光
林
房
、
印
牧
丹
後
守
、

大
野
衆
、
山
崎
吉
家
ら
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
将
に
な
っ
た
景
隆
は
そ
の
後
、
九
月
中
旬
に
軍

勢
を
那
谷
寺
付
近
に
出
し
て
放
火
を
行
わ
せ
、
ま
た

十
月
に
は
代
わ
っ
て
山
崎
古
家
勢
が
安
宅
に
兵
を
出

す
も
の
の
、
逆
に
自
軍
の
鰐
淵
氏
ら
が
討
ち
取
ら
れ

る
と
い
っ
た
合
戦
が
展
開
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
後

に
は
ほ
と
ん
ど
停
戦
の
状
態
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
大

将
朝
倉
宗
滴
の
死
去
と
い
う
情
勢
の
変
化
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
京
都
の
将
軍
足
利
義
輝
か

ら
の
働
き
掛
け
で
両
国
和
睦
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
弘
治
二
年
(
一

五
五
六
)
、
つ
い
に
両
国
和
睦
の
儀
が
成
立
し
、
四
月

二
十
一
日
に
大
将
景
隆
が
兵
を
退
か
せ
て
、
よ
う
や

く
に
今
回
の
加
賀
出
陣
は
終
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
和
睦
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
史
料
で
追
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ょ
、
7
。

泉

越
前
朝
倉
氏
と
加
賀
一
向
一
撲
口

就
越
加
和
談
之
事
、
対
朝
倉
ね
時
耕
一
伊
門
入
道
以

(
紀
存
)

三
段
崎
勘
ケ
由
左
衛
門
尉
申
候
処
、
無
疎
略
之
由

感
悦
候
。
弥
両
人
事
、
別
而
馳
走
之
段
、
被
頼
思

召
候
通
、
可
申
開
候
也
。

(

弘

治

元

年

)

(

足

利

義

理

)

九

月

十

日

御

判

武
田
一
鵬
醇
大
輔
と
の
へ

ま
ず
右
の
足
利
義
輝
御
内
書
に
よ
る
と
、
越
前
・

加
賀
の
和
談
に
つ
き
三
段
崎
紀
存
を
通
し
て
朝
倉
宗

滴
に
意
向
を
伝
達
し
た
と
こ
ろ
、
将
軍
の
意
思
を
疎

略
に
扱
う
こ
と
は
し
な
い
、
つ
ま
り
和
談
の
意
向
に

従
う
と
の
返
答
だ
っ
た
の
で
、
以
後
十
分
な
取
り
計

ら
い
を
行
う
よ
う
に
と
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
宛
所

の
武
田
信
実
は
若
狭
守
護
武
田
信
豊
の
子
息
で
、
将

軍
の
御
供
衆
に
加
わ
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
前
述
の
ご
と
く
に
宗
滴
は
、
右
の
御
内
書

の
二
目
前
の
九
月
八
日
に
す
で
に
死
去
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
彼
の
和
談
同
意
の
意
向
が
実
現
に
漕

ぎ
付
け
る
に
は
、
そ
の
後
か
な
り
の
曲
折
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

就
加
州
替
勢
之
儀
、
我
等
出
陣
事
、
先
可
致
延
引
之

旨
上
意
之
趣
、
重
而
去
廿
五
日
貴
殿
尊
書
、
具

申
関
候
之
処
、
先
日
申
入
御
返
事
同
前
申
候
。
幸

近
日
可
被
差
下
信
盛
之
由
候
条
、
於
様
鉢
者
、
可

之申
通談
可之
然旨
様候
御
取猶
成岸
筒彦2
用右差

小前候衛
泉波。門
藤藤品市
左右心、?
長衛景衛々令
利門定門謹申
尉尉言候

此
等

(
弘
治
-
一
年
)

正
月
晦
日

富
森
左
京
亮
殿
(
口
)

就
加
州
替
儀
、
前
波
・
小
泉
出
陣
之
事
、
可
相
抱

之
旨
、
重
而
被
仰
下
候
。
則
申
開
候
之
処
、
先
日

之
御
返
事
同
前
ニ
申
候
。
就
其
二
番
勢
之
儀
、
早

速
可
被
申
付
之
由
候
。
定
日
被
申
出
候
ハ
、
縦
貴

殿
御
下
向
候
共
、
罷
立
儀
延
引
有
閑
敷
と
存
候
。

一
週
可
被
成
御
下
ニ
付
而
者
、
其
御
分
別
肝
用
候
。

近
日
幸
其
辺
、
可
被
差
下
之
由
候
之
条
、
時
宜
可
申

談
之
旨
候
。
委
細
以
面
拝
可
申
述
候
。
恐
々
謹
言
。

(

弘

治

二

年

)

岸

彦

右

衛

門

正

月

品

川

日

吉

基

(
信
盛
)

官
閏
森
左
京
亮
殿
(
団
)

御
返
報

右
に
掲
げ
た
弘
治
二
年
(
一
五
五
六
)
正
月
三
十

日
の
二
点
の
史
料
に
よ
る
と
、
ま
ず
前
者
で
は
、
加

賀
在
陣
の
替
勢
と
し
て
前
波
景
定
・
小
泉
長
利
両
人

が
出
陣
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
こ
れ
を
延
引
す
べ
し

と
の
将
軍
足
利
義
輝
の
意
向
を
富
森
信
盛
か
ら
重
ね

て
伝
達
き
れ
た
が
、
先
日
の
返
答
と
同
様
に
、
延
引
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す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
近
日

に
富
森
信
盛
が
下
向
さ
れ
た
際
に
相
談
致
す
こ
と
と

す
る
が
、
こ
の
旨
を
宜
し
く
将
軍
に
取
り
成
し
て
頂

き
た
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
後
者
で
は
、

両
人
の
配
下
に
あ
る
岸
吉
基
が
、
ほ
ぽ
同
内
容
の
返

答
を
将
軍
側
近
の
富
森
信
盛
に
宛
て
て
お
り
、
加
賀

の
替
勢
と
し
て
出
陣
す
る
前
波
・
小
泉
両
氏
を
押
し

と
ど
め
よ
と
の
指
示
に
は
従
い
難
く
、
さ
ら
に
二
番

勢
の
出
陣
も
が
既
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
貴
殿

が
下
向
さ
れ
て
も
そ
の
出
障
を
延
引
さ
せ
る
こ
と
は

難
し
い
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
こ

の
二
史
料
で
は
、
朝
倉
義
景
か
ら
替
勢
と
し
て
の
出

陣
命
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
無
視
し

て
出
陣
を
延
引
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
=
=
弓
7
の

で
あ
る
。
か
つ
て
宗
滴
が
将
軍
足
利
義
輝
の
は
た
ら

き
懸
け
に
対
応
し
て
和
談
に
同
意
し
た
こ
と
は
、
ど

う
や
ら
宗
滴
個
人
の
意
思
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
朝
倉

義
景
の
賛
意
を
得
る
と
こ
ろ
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な

か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
将
軍
義
輝
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く

の
三
月
二
十
九
日
に
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
御
内
書
を

発
し
て
、
越
前
・
加
賀
の
和
睦
を
朝
倉
義
景
に
強
く

働
き
掛
け
た
の
で
あ
る
。

先
度
以
晴
元
如
申
遣
、
立
置
人
数
、
先
急
度
可
召

返
。
於
存
分
者
、
以
両
様
之
内
可
申
問
。
本
願
寺

不
能
承
引
者
、
重
而
出
勢
事
、
可
任
義
景
心
中
候
。

被
仰
堕
刻
及
一
戦
、
不
慮
之
儀
出
来
候
者
、
互
不

可
意
趣
止
候
敗
。
併
存
天
下
之
為
候
者
、
此
時
同

心
可
為
神
妙
候
。
猶
義
堅
可
申
候
也
。

弘

治

二

年

(

足

利

義

理

)

三

月

廿

九

日

判

一

朝
倉
左
衛
門
督
殿
へ
(
叩
)

恐等不
々之可
謹旨有
!JP!i:言御其
月望。申曲
廿き 肝候
二用
日 候此
。段

猶早
岸々
彦音被
右華仰
衛越
門尤
可存
申候
候
。此

富佐
森蔵
左雇主
言T盛
山)

亮
殿

長不景面
利差定患

『
朝
倉
始
末
記
』
に
よ
れ
ば
大
将
朝
倉
景
隆
の
撤

右
の
朝
倉
義
景
宛
て
の
御
内
書
に
よ
る
と
、
先
度
兵
は
四
月
二
十
一
日
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
右
の
書

細
川
晴
元
か
ら
申
し
伝
え
さ
せ
た
よ
う
に
、
加
賀
へ
状
は
そ
の
翌
日
の
発
給
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

出
陣
し
て
い
る
軍
勢
を
直
ち
に
召
し
返
す
こ
と
、
但
敷
地
表
に
和
睦
の
実
現
の
た
め
に
将
軍
方
の
勢
衆
が

し
本
願
寺
が
承
引
し
な
い
場
合
に
は
、
再
度
出
兵
す
入
部
し
た
と
見
、
ぇ
、
境
界
線
で
軍
事
施
設
に
放
火
し

る
か
ど
う
か
は
義
景
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
で
て
兵
力
引
き
離
し
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
前
波
・

あ
る
が
、
天
下
の
た
め
を
考
え
て
和
睦
に
同
心
す
れ
小
泉
両
氏
は
了
解
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
も

ば
ま
こ
と
に
神
妙
の
至
り
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
そ
も
越
前
衆
は
和
睦
に
必
ず
し
も
賛
意
を
示
さ
な
か

い

る

。

っ

た

た

め

に

、

加

賀

勢

と

越

前

勢

の

聞

に

将

軍

勢

が

か
く
し
て
朝
倉
義
景
は
こ
の
御
内
書
の
指
示
に
従
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か

い
、
加
賀
に
在
障
す
る
軍
勢
に
対
し
て
撤
退
を
命
じ
く
し
て
よ
う
や
く
和
睦
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

た

の

で

あ

っ

た

。

と

こ

ろ

で

朝

倉

義

景

は

、

そ

の

撤

兵

の

直

前

に

越

急
度
令
啓
候
。
仇
敷
地
表
人
数
之
事
、
難
有
存
分
、
前
勢
に
対
し
て
感
状
を
発
し
、
一
連
の
軍
事
行
動
に

被
成
下
御
内
書
、
応
上
意
、
勢
衆
先
被
打
入
候
。
お
け
る
軍
功
を
褒
賞
し
て
い
る
。

於
此
上
、
自
然
堺
目
従
彼
国
令
放
火
族
至
在
之
者
、
(
可
駒
和
芳
郎
右
衛
門
尉
と
の
へ

義
景
」
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去
四
日
加
賀
国
江
沼
郡
働
橋
辺
打
廻
之
時
、
敵
取

出
、
中
間
太
郎
三
郎
被
矢
疲
一
ケ
所
、
忠
節
為
神

妙
者
也
。
謹
言
。

腕
肝
一
村
日
(
碕
壇
尽
)

脇
本
六
郎
右
衛
門
尉
と
の
(
叩
)

右
の
脇
本
六
郎
右
衛
門
尉
に
宛
て
ら
れ
た
感
状
に

よ
る
と
、
弘
治
二
年
四
月
四
日
に
江
沼
郡
働
橋
(
動

橋
)
付
近
を
打
ち
廻
っ
た
時
、
敵
と
遭
遇
し
て
中
間

太
郎
三
郎
が
矢
疲
一
ケ
所
を
負
う
忠
節
を
尽
く
し
た

の
は
神
妙
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
と
き
の
褒
賞
に
漏
れ
た
有
賀
秦
六
に
対

し
て
は
、
八
月
十
五
日
に
至
っ
て
次
の
よ
う
な
感
状

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

去
卯
月
十
八
日
、
於
加
賀
国
能
美
郡
寺
井
口
合
戦

之
時
、
首
一
討
捕
之
、
忠
節
神
妙
。
弥
可
拍
軍
功

者
也
。

(

弘

治

二

年

)

(

朝

合

義

景

)

八

月

十

五

日

(

花

押

一

影

)

有
賀
秦
六
と
の
へ
(
幻
)

す
な
わ
ち
四
月
十
八
日
に
能
美
郡
寺
井
口
で
合
戦

が
行
わ
れ
、
有
賀
秦
六
は
敵
の
首
一
を
討
ち
取
る
忠

節
を
働
い
た
の
で
、
今
後
も
軍
功
に
励
む
べ
し
と
言

う
の
で
あ
る
。
こ
の
感
状
に
見
え
る
合
戦
の
日
時
か

ら
考
え
て
、
和
睦
実
現
の
直
前
ま
で
、
越
前
勢
は
厳

泉

越
前
朝
倉
氏
と
加
賀
一
向
一
挨
白

寸
白
山
富
荘
厳
講
中
記
録
」
。

「
禅
昌
寺
明
叔
録
」
所
載
(
天
文
二
十
四
年
)
八
月
二
十

日
、
朝
倉
宗
滴
書
状
(
井
上
鋭
夫
氏
『
一
向
一
一
授
の
研
究
』

五
六
二
ペ
ー
ジ
掲
載
史
料
か
ら
再
引
用
)
。

m
「
朝
倉
宗
滴
話
記
」
。

日
「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂

l鳥
居
文
書
」
。

ロ
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
古
文
書
室
所
蔵
「
寸
金
雑
録
」

(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
二
・
中
世
)
。

金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
|
佐
藤
日
『
朝
倉
始
末
記
』
。

文童問
L

(

『
福
井
県
史
』
資
料
編
二
・
中
世
)
。
こ
の
感
状
写
に

U

寸
仏
照
寺
文
書
」
第
四
号
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
三
・
中

筆
写
さ
れ
る
花
押
影
は
朝
倉
義
景
の
そ
れ
を
ま
ね
た
も
の
で
近
世
こ
。

あ
り
、
『
福
井
県
史
』
資
料
編
で
は
そ
の
己
自
の
注
記
が
付
さ
れ
日
「
四
居
万
治
郎
氏
所
蔵
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
二
・

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
花
押
影
の
形
状
は
、
「
松
雲
公
中
世
)
。

採
集
遣
編
類
纂
」
の
編
者
の
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
「
商
尾
市
立
図
書
館
所
蔵
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
中

文
言
中
の
日
付
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
れ
が
朝
倉
孝
景
の
発
し
世
史
料
補
遺
|
『
福
井
県
史
研
究
』
第
日
号
、
一
九
九
一

た
感
状
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
孝
景
と
義
景
と
の
花
年
)

0

押
が
よ
く
似
た
形
状
で
あ
る
点
か
ら
生
じ
た
誤
り
で
あ
ろ
う
。
刀
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
古
筒
雑
纂
」
(
『
福
井
県
史
』
資

よ
っ
て
本
文
で
は
、
朝
倉
孝
景
の
花
押
影
で
あ
る
旨
の
注
記
料
編
二
・
中
世
)
。

を

入

れ

た

。

四

「

古

筒

雑

纂

L
O

川
口
「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
|
北
国
鎮
定
書
札
類
L

。

初
「
古
筒
雑
纂
」
。

幻
「
伊
倉
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
二
・
中
世
)
。

n
「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
上
重
文
書
」
。

し
く
加
賀
勢
を
攻
撃
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ、
7
。

、主2 

「
当
国
御
陳
之
次
第
」
。

「
朝
倉
宗
滴
話
記
」
。

白
山
比
昨
神
社
所
蔵
「
白
山
宮
荘
厳
講
中
記
録
L

(

『
白
山

史
料
集
』
上
巻
|
石
川
県
図
書
館
協
会
『
日
本
海
文
化
叢
書
』

第
四
巻
)
。

3 4 5 

「
幻
雲
文
集
」
康
岳
全
陽
居
士
肖
像
(
『
続
群
書
類
従
』
第

一
三
輯
上
)
。

「
恵
光
寺
文
書
L

第
一
号
。

寸
当
国
御
陳
之
次
第
」
。

6 7 

8 9 
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五
永
禄
の
加
賀
出
兵

O
永
禄
七
年
の
出
兵

永
禄
七
年
(
一
五
六
四
)
九
月
に
な
っ
て
、
朝
倉

義
景
は
ま
た
も
や
加
賀
出
障
を
命
ず
る
。
し
か
し

な
が
ら
こ
の
出
陣
に
関
し
て
は
、
『
朝
倉
始
末
記
』

に
は
全
く
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず

「
当
国
御
陳
之
次
第
」
を
眺
め
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
永
禄
七
年
甲
子
九
月
朔
日
、
景
鏡
・
景
隆
両

大
将
ニ
テ
、
加
卓
へ
御
出
陳
。
同
二
日
、
景
枕

孫
九
郎
、
御
自
害
。
十
二
日
、
義
景
被
出
御
馬
、

本
折
・
小
松
落
居
。
同
十
八
日
、
御
幸
塚
落
居
。

十
九
日
、
湊
川
際
マ
テ
放
火
。
大
聖
寺
番
勢
被

仰
付
。
廿
五
日
、
義
景
御
馬
版
。

す
な
わ
ち
、
永
禄
七
年
九
月
一
日
に
、
ま
ず
朝
倉

景
鏡
・
景
隆
両
人
を
大
将
と
し
て
加
賀
へ
出
障
を
命

じ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
二
日
に
な
っ
て
、
大
将
に
任
ぜ

ら
れ
な
か
っ
た
朝
倉
景
坊
が
、
そ
の
地
位
を
不
満
と

し
て
自
害
す
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し

か
し
進
攻
作
戦
は
継
続
さ
れ
、
十
二
日
に
は
義
景
み

ず
か
ら
が
出
馬
し
て
本
折
・
小
松
を
攻
略
し
、
十
八

日
に
は
御
幸
塚
を
落
と
し
、
十
九
日
に
は
湊
川
の
川

際
ま
で
放
火
を
行
い
、
大
聖
寺
に
守
備
の
た
め
の
番

勢
を
配
置
し
て
、
二
十
五
日
に
義
景
は
帰
陣
し
た
と

一
吉
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
出
陣
に
際
し
て
、
義
景
が
各
地
の

寺
社
に
武
運
長
久
を
祈
祷
さ
せ
た
史
料
が
残
さ
れ
て

い
る
。，
包
紙
ウ
ワ
書
)

「

永

禄

七

甲

子

小

泉

藤

左

衛

門

尉

横

根

寺

長

口

御

同

宿

中

」

(
端
裏
切
封
)

就
至
加
州
御
出
勢
之
儀
、
為
御
祈
薦
、
不
動
明
王

供
一
七
ケ
日
有
御
執
行
、
御
巻
数
可
被
為
参
候
由

被
仰
出
候
。
猶
自
是
御
祝
儀
可
被
仰
之
旨
候
。

恐
々
諮
問
言
目
。九

月

七

日

長

利

(

花

押

)

横
根
寺

(2)

御
同
宿
中

右
の
小
泉
長
利
書
状
に
よ
る
と
、
加
賀
出
兵
に
お

け
る
武
運
を
祈
薦
さ
せ
る
た
め
に
横
根
寺
に
対
し
て

七
日
間
の
不
動
明
王
供
を
執
行
さ
せ
、
そ
の
巻
数
を

奉
呈
す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

き
て
義
景
は
帰
陣
後
の
十
月
十
三
日
に
な
っ
て
、

配
下
の
軍
兵
の
戦
功
を
褒
賞
す
べ
く
、
一
斉
に
感
状

を
作
成
し
て
発
し
た
。

去
月
十
七
日
、
於
加
賀
国
能
美
郡
小
松
口
合
戦
之

言首去 神時
。一月 妙
討十 首
捕七 十五弥一
之日烏月宅可討
、居十き抽捕
忠於与三軍之
節加一日功
神賀左 者首
妙国衛 也一
。能門 。中

弥苛美尉 護問
抽墜郡殿(言弥
軍本 Z花翁。七
功折 押基捕
者口 影き之
也合 ) 
。 戦忠

謹時 節

(

-

一

氷

禄

七

年

)

(

朝

意

義

思

)

十

月

十

三

日

(

花

押

影

)

広
瀬
新
六
と
の
へ
(
4
)

(
ウ
ワ
書
)

「

松

田

織

之

介

と

の

へ

義

景

」

去
月
二
十
日
、
於
加
賀
国
能
美
郡
鵜
谷
口
合
戦
之

時
、
首
一
討
捕
之
、
忠
節
神
妙
。
弥
可
拙
戦
功
者

也。

(

永

一

暢

七

年

)

(

朝

貴

義

景

)

十

月

十

三

日

(

花

押

)

松
田
織
之
介
と
の
(
勺

右
に
掲
げ
た
三
点
の
感
状
は
、
九
月
十
七
日
の
小

松
口
に
お
け
る
合
戦
で
鳥
居
与
一
左
衛
門
尉
が
上
げ

た
戦
功
、
同
じ
く
本
折
口
の
合
戦
で
広
瀬
新
六
が
上

げ
た
戦
功
、
そ
し
て
二
十
日
の
鵜
谷
口
で
の
合
戦
で

松
田
織
之
介
が
上
げ
た
戦
功
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
義
景

が
褒
賞
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
同
内
容

で
同
日
付
け
の
感
状
が
い
く
つ
か
得
ら
れ
る
の
で
、

感
状
は
同
日
に
ま
と
め
て
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
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こ
と
が
知
ら
れ
る
。

他
方
、
こ
の
合
戦
で
加
賀
一
向
一
按
方
に
加
わ
っ

た
越
後
本
誓
寺
に
対
し
て
は
、
周
年
九
月
二
十
八
日

に
次
の
よ
う
な
感
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。

去
十
七
日
於
本
折
口
、
越
前
衆
与
合
戦
之
持
、
粉

骨
無
其
隠
働
令
披
露
候
。
一
段
感
被
思
召
候
。
次

郎
等
被
庇
之
由
、
神
妙
被
思
食
候
。
弥
可
被
拍
忠

勤
事
肝
要
旨
、
被
仰
出
候
。
恐
々
謹
一
言
。

(
永
禄
七
年
)

九

月

廿

八

日

道

寿

(

花

押

)

本
誓
寺

(6)

床
下

こ
れ
に
よ
る
と
、
十
七
日
の
本
折
口
合
戦
に
お
け

る
本
誓
寺
の
働
き
を
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
一
向
一
挨

方
の
大
将
某
は
一
段
の
御
感
を
覚
え
ら
れ
た
。
ま
た

郎
等
が
庇
を
負
っ
た
の
も
神
妙
の
戦
功
で
あ
る
。
よ

っ
て
以
後
も
一
層
の
忠
勤
を
励
む
よ
う
に
、
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
本
誓
寺
は
越
後
(
上
越
市
)
の
一
向

宗
寺
院
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
は
る
ば
る
加
賀
に
ま
で

出
陣
し
て
朝
倉
方
と
対
戦
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

一
挟
勢
の
軍
事
力
構
成
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
あ
い
に
く
と
発
給
者
「
道
寿
」
や
、
そ
の
一
撲

方
大
将
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
一

向
一
捺
方
の
史
料
が
乏
し
い
上
に
、
内
容
面
で
も
敵

泉

越
前
朝
倉
氏
と
加
賀
一
向
一
撲
口

方
朝
倉
氏
の
感
状
と
日
時
が
一
致
す
る
な
ど
、
注
目

す
べ
き
点
の
多
い
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
戦

況
そ
の
も
の
は
、
朝
倉
方
・
一
撲
方
の
い
ず
れ
が
勝

利
し
た
と
も
決
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

O
永
禄
九
j
十
年
の
出
兵

永
禄
九
年
(
一
五
六
六
)
に
な
っ
て
、
朝
倉
義
景

は
ま
た
も
や
加
賀
へ
の
出
撃
を
越
前
軍
に
命
ず
る
。

今
回
の
出
兵
は
翌
永
禄
十
年
(
一
五
六
七
)
ま
で
継

続
さ
れ
、
永
禄
十
年
に
足
利
義
秋
(
義
昭
)
の
斡
旋

で
越
前
・
加
賀
両
国
に
和
睦
が
成
立
し
て
、
よ
う
や

く
に
呆
を
引
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
加
賀
出
兵
に
関
す
る
感
状
を
引
用
し
て
み
よ

、つノ

去
月
四
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
横
北
口
合
戦
之
時
、

首
一
討
捕
之
、
忠
節
為
神
妙
者
也
。

永
禄
九
十
月
九
日

野
村
七
郎
五
郎
殿
へ

(
朝
軍
事
景
)

(
花
押
影
)

包
紙
上
書

野
村
七
郎
五
郎
と
の
へ

義
景
(7)

今
度
加
州
表
為
使
令
着
陣
、
於
横
北
口
分
捕
神
妙

候
。
弥
可
抽
忠
切
事
肝
用
候
。
猶
宇
野
新
七
郎
可

申
候
。
恐
々
謹
言
。

刀く

禄
九十

野一
村月
七廿
郎八
五日
郎
と
グ〉

へ景
E鏡

花
押
影

ま
ず
前
者
の
永
禄
九
年
十
月
九
日
の
朝
倉
義
景
感

状
で
は
、
九
月
四
日
の
横
北
口
合
戦
で
野
村
七
郎
五

郎
が
上
げ
た
戦
功
が
褒
賞
さ
れ
、
次
い
で
後
者
の
同

年
十
一
月
二
十
八
日
の
朝
倉
景
鏡
感
状
で
は
、
野
村

七
郎
五
郎
が
加
州
表
に
使
と
し
て
着
陣
し
、
直
ち
に

横
北
口
を
分
捕
っ
た
戦
功
を
一
一
袋
め
讃
え
て
い
る
。
文

中
の
宇
野
新
七
郎
と
は
景
鏡
の
被
官
人
で
あ
ろ
う
。

右
の
二
点
の
感
状
か
ら
、
総
大
将
は
義
景
で
あ
る
も

の
の
、
そ
の
配
下
で
全
軍
を
指
揮
し
て
活
躍
し
た
大

将
が
朝
倉
景
鏡
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
年
永
禄
十
年
に
な
る
と
、
加

賀
二
同
一
撲
勢
は
猛
烈
な
反
撃
を
開
始
し
、
越
前
園

内
に
突
入
す
る
形
勢
を
示
し
た
。

(
包
祇
ウ
ワ
書
)

「
佐
藤
九
郎
右
衛
門
尉
と
の
へ
義
景
」

去
月
十
二
日
、
加
州
凶
徒
、
至
金
津
上
野
出
張
付

而
、
於
高
塚
合
戦
之
時
、
首
一
討
捕
之
、
忠
節
神

妙
。
弥
可
抽
軍
功
者
也
。
謹
言
。

腕

貯

廿

一

日

(

碕

埠

尽

)

佐
藤
九
郎
右
衛
門
尉
と
の
(
勺
)
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届

繋

郎

右

衛

門

尉

と

の

へ

景

鏡

」

去
月
十
二
日
、
加
州
凶
徒
就
直
金
津
上
野
出
張
、

(
塩
)

於
高
口
合
戦
之
時
、
首
一
討
捕
之
、
忠
節
神
妙
。

(
軍
功
事
)

弥
可
抽
口
口
口
専
用
候
。
謹
言
。

(

氷

捧

十

年

)

(

朝

宕

景

鏡

)

卯

口

十

一

日

(

花

押

)

佐
藤
九
郎
右
衛
門
尉
と
の
へ
(
叩
)

前
者
の
永
禄
十
年
四
月
十
一
日
の
朝
倉
義
景
感
状

で
は
、
去
る
三
月
十
二
日
に
一
向
一
撲
勢
が
金
津
上

野
に
侵
入
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
を
迎
え

討
っ
た
佐
藤
九
郎
右
衛
門
尉
は
高
塚
で
戦
功
を
上
げ

た
と
見
え
て
い
る
。
次
い
で
後
者
は
同
じ
く
九
郎
右

衛
門
尉
に
宛
て
て
景
鏡
が
、
同
様
に
こ
の
戦
功
を
褒

賞
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
点
の
感
状
か
ら
、
永

禄
十
年
の
加
賀
一
向
一
撲
の
攻
勢
が
極
め
て
激
し
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
、
朝
倉
方
は
守

勢
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
朝
倉
方
の
守
勢
は
何
が
原
因

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
朝
倉
始
末
記
』
に
よ
る

と
、
こ
の
直
前
の
永
禄
十
年
三
月
に
、
朝
倉
義
景
の

被
官
人
で
あ
っ
た
堀
江
景
忠
が
謀
叛
を
企
て
た
と
さ

れ
、
寸
永
禄
十
年
三
月
、
不
慮
ニ
堀
江
景
忠
謀
叛
ニ
依

テ
、
賀
越
騒
動
ス
ル
事
彩
、
ン
一
日
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

実
は
こ
の
堀
江
景
忠
の
背
反
こ
そ
が
、
二
同
一
授
の

三
十
八
巻
三
号

越
前
侵
入
を
許
し
た
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
次
の
朝
倉
景
恒
書
状
に
よ
っ
て
、
そ
の
詳
し
い

状
況
を
眺
め
て
み
よ
う
。
(
回
覧
)

貴
札
拝
見
、
先
以
口
存
候
。
如
尊
意
就
企
堀
江
別

心
、
従
加
刀
朋
多
人
数
雄
令
出
張
、
去
月
十
二
日
於

所
々
合
戦
、
何
も
味
方
得
大
利
、
敵
悉
敗
軍
候
。

然
間
当
国
者
則
静
誼
候
。
被
得
其
意
御
執
成
所
仰

候
。
恐
々
謹
言
。

(

永

禄

↓

年

)

(

朝

童

)

卯

月

七

日

景

恒

(

花

押

)

蒲
生
左
兵
衛
大
夫
殿

E

御
返
報

す
な
わ
ち
、
堀
江
景
忠
が
別
心
を
企
て
た
こ
と
に

呼
応
し
て
、
加
賀
よ
り
一
向
一
撲
勢
が
越
前
に
侵
入

し
、
三
月
十
二
日
に
所
々
で
合
戦
が
行
わ
れ
た
と
一
言

う
の
で
あ
る
。
幸
い
に
い
ず
れ
も
味
方
が
勝
利
を
お

さ
め
て
敵
を
敗
走
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
時
点
は
朝
倉
氏
に
と
っ
て
は
か
つ
て
な
い

危
機
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
顕
如
上
人
文
案
」
に
記
載
さ
れ
る
次
の
顕

如
書
状
は
、
朝
倉
氏
を
離
れ
た
堀
江
景
忠
自
身
に
当

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
よ
り
一
層
詳
細
な
状

況
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

同今
度
為
加
州
一
味
、

既
被
退
城
、

因
融
制
昨
子
息
・

同
名
衆
、
其
外
面
々
働
之
儀
、
欣
悦
不
斜
候
。
於

此
上
者
、
弥
丹
後
法
眼
示
合
、
可
被
尽
粉
骨
事
、

神
妙
候
。
次
太
刀
一
腰
守
家
、
甲
・
腹
巻
、
金
子
百

両
、
馬
一
疋
鵜
毛
、
進
之
候
。
猶
上
野
法
橋
可
申
候

也。

(
氷
禄
f

寸
年
)
(
日
脱
)

六
月
五

堀
江
中
務
丞
殿
(
日
)

こ
の
顕
如
書
状
案
に
よ
る
と
、
堀
江
景
忠
は
加
賀

一
向
一
挟
方
に
転
じ
て
お
り
、
一
族
の
因
幡
守
や
子

息
・
同
名
衆
も
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
顕
知
は
こ
の
堀
江
氏
の
帰
属
を
大
い
に
歓
迎

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
向
一
捺
勢
は
、
堀

江
氏
の
守
備
し
て
い
た
地
域
の
防
備
が
手
薄
に
な
っ

た
際
を
突
い
て
、
越
前
突
入
の
攻
撃
を
行
っ
た
の
で

あ
る
。

(
顕
加
)

i主2 

「
当
国
御
陳
之
次
第
」
。

「
青
山
五
平
家
文
書
」
第
四
号
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
六
・

中
近
世
四
)
。

3 

金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
寸
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂

l
鳥
居

文
書
」
。
「
松
雲
一
公
採
集
遺
編
類
纂

i
広
瀬
文
章
閏
L

。

寸
松
田
与
惣
左
衛
門
家
文
書
」
第
二
号
(
『
大
野
市
史
』
諸

4 5 
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6 
家
文
書
編
二
)
。

「
本
誓
寺
文
書
」
第
廿
三
巻
二
号
(
『
新
潟
県
史
』
資
料
編

四
・
中
世
二
、
整
理
番
号
一
二
九
九
)
。

金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
「
野
村
家
文
書
L

(

『
福
井
県
史
』

資
料
編
二
・
中
世
)
。

8 

同
右
史
料
。

「
増
野
春
氏
所
蔵
文
書
L

(

『
福
井
県
史
』
資
料
編
二
・
中

世)。

9 

同
右
史
料
。

13 12 11 10 
挟中、， ...J.U. ， 9] 
。 顕と三儀朝
如。俄倉

上 甚始
人 ー末
文 郎記
案 氏ヘ
」所
/ミ蔵

真文
宗書
史」

料 2

震翌
き E
-ー』

建資
料

向雪
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